
「ライトダウン in  我孫子」の報告書                      平成 21 年 7 月 27 日 

                                      NPO 住み良いまちづくり研究所 

                                         代表 浜崎慶子 

 

「ライトダウン in  我孫子」の活動につきまして下記の方々のご後援、ご協賛を頂いております。また今回は広範囲の方々

からもご支援を頂き深く感謝いたしております。今後とも CO2削減による環境保全に邁進致しますので、よろしくご指導 

ご支援のほどお願い申し上げます。 

 

（後援 我孫子市・我孫子市教育委員会・我孫子市商工会・我孫子市社会福祉協議会・ 協賛 LLP プローベグループ） 

 

環境省から頂いたステッカー配布時に取ったアンケート調査結果 

ライトダウンのアンケート集計内容 

 

アンケート対象 ライトダウンを

知っていた人 

知らなかった人 備考 

一般人 １３１名 ３１名 我孫子市/取手市/鎌ヶ谷市/柏市/竜ヶ崎市/入間市/さいたま市 

我孫子市議 １２名 ０ ２８名中１２名に接触 

我孫子市役所 １３０名 ３名 ９１１名中１３３名に接触 

手賀沼課が、ライトダウン運動を進めておられ、6 月 16 日号の

広報あびこで、NPO 住み良いまちづくり研究所のライトダウン

in 我孫子を記事の横に並べて掲載して頂いたおかげで、署名に応

じて下さった９７％の方が、知っておられたのがありがたかっ

た） 



我孫子市教育 

委員会 

５９名 ５名 １１０名中６４名 

教育長自身、家庭においても、職場においても、まさに CO2削減

の大事さについて、身をもって示しておられる 

我孫子市社会福祉

協議会 

  ① 本館及び下記の関連施設・・照明・PC 機器の節電 

② 移送サービス事務所 

③ 西部福祉センター 

④ 福祉ショップ＆軽喫茶ぽぽら 

店舗   ① イトーヨーカドー我孫子店は、全社あげてのライトダウン運

動の中で、看板やネオンを消して下さった 

② マグドナルド我孫子店は、全社あげてのライトダウン運動の

中で、やはり看板やネオンを消して下さった 

③ （株）野田電機は 7 時に閉店して下さり、協力して下さった 

④ 我孫子市商栄会が協力して下さった 

⑤ 生活環境ワーカーズ悠は日頃から CO2削減の意識が高く、毎

日当然の事として運動を行っておられる 

学校関係者 

 

３３名 ０ 我孫子市/稲城市/町田市/小平市/新宿区/志木市/中野区/新宿区/西

東京市/練馬区/狛江市/杉並区/江戸川区/ 

上尾市/清瀬市/昭島市/荒川区/板橋区/守谷市/さいたま市/松戸市/

豊島区/藤沢市/富士見市/墨田区/国立市/ 

三鷹市（流石に教師経験者は、日頃から CO2 削減を意識した生活

を送っておられ、特にこの期間快く賛同して下さった） 

上記の方々は、事務所や、会議室の照明を半分だけ使用、家庭でも節電を意識し、早めに消灯するなどの協力を行って下さった 

が、普段CO２削減のために気をつけておられることを挙げてもらった。 



冷房・暖房の設定温度/クーラー無し/車を所持しないか最近売った/エコカーへの買い替え/極力歩く/自転車を使用/テレビ 

を見ない/風呂水による打ち水や洗濯/極力の節電/まめにプラグを抜く/スーパーにエコバッグ持参/クーラーの代わりに風 

鈴/エコ製品を買っている/太陽光発電装置設置/雨水をトイレの水として使用/雨水を発泡スチロールの箱にためての野菜 

の栽培/ベランダにゴヤなどを植えた緑化/緑化運動によりできた野菜の料理法を皆で考え、簡単な料理法による開発を 

行い、実益と趣味をかねた緑化運動の更なる推進/エコ製品の使用（電器器具や、衣類関係など） 

エコで市民の方々が協力して下さった例としてご本人の了解を得たうえで、下記の写真を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
我孫子市の布佐に住んでいる山口茂様という方で、写真のように塀にライトダウンのポスターを貼っ

て下さった。興味を魅かれたのは、雨水を発泡スチロールの箱にためてのトマトの栽培を行われたと

いう話だ。「雨水に様々の栄養が含まれていると考えての安易な栽培を試みた」と言われたが、市民

の知恵だと思う。自然の恵みの享受のささやかな例ではあるが、だからこそ、雨水が人体にとってプ

ラスとなる地球の環境保全を考えることは大事だとつくづく思った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

ライトダウンの運動が功を奏しているのかどうかについて 

 

「塵も積もれば山となる」を実感しています。去年 CO2削減をお願しますと呼び掛けていた方々が、様々の方に話しかけて

下さったおかげで、今年の方が「それ何の運動?」という質問から、「今年も協力しますよ」という返事に変わってきまし

た。ありがたいと思います。興味があったのは、G さん宅のことで、キャンペーンが始まった日には、出来るだけ各部屋の

全国展開しているライトダウン運動を我孫子店でも行っておられる

マクドナルドの店舗の前で、当日の責任者の方たちとパチリの一

光景 

 

全店でライトダウンを行っておられるIto Yokado－我孫子店もてっぺん

のネオンが何か所か消えて静かな風景となっている。責任者の方がお

っしゃるには、この時間全部明かりを消すとかえって、防犯上危ないの

で、その辺のバランスを考えているとのこと 

 



電気を消すために一か所に集まって家族で食事を一斉に取り始めたそうです。その時間帯は、かなりの局で、ライトダウン

ニュースをやっており、その光が結構部屋を明るくするので、部屋の電気を消し、試しにそのニュースの光だけで食事した

ところ、十分な光源の働きをしたそうです。受験生のお宅もあるでしょうが、6 月 21 日と 7 月 7 日のライトダウン時、全

国のご家庭で、一斉にこの明かりのもとで、家族で励まし合って、心の絆を再確認するのも良いと G さんは、思ったそう

です。 

NPO 住み良いまちづくり研究所主催の６月２１日の蝋燭作りのイベントでは、妊婦さんから、１年未満の赤ちゃん連れのお

母さんまで児童を連れて参加して下さいました。彼女たちは、CO２削減による美しい地球を子どもたちに残したいと真剣に

考えて下さっています。夜、竹の蝋燭立に蝋燭をともした時も、興味を持って近寄ってくださった方々は、ライトダウンと

いう言葉を知っておられる方が多かったです。ただし、７月７日不特定多数の通行人の方にチラシのみを配った手ごたえと

しては、ご存じない方が 7～８割程度に達しました。ライトダウン運動を盛り上げていくためには何かひと工夫が必要だと

思います。 

 

NPO 住み良いまちづくり研究所が、６月２１日の蝋燭作り及び７月７日のライトダウンの夕べを行う過程で得た手造りで

のソーラー燈籠によるライトダウン運動の推進を実現するにあったっての LLP プローベグループ本部に対するお願。 

 

１） アクアラインプロジェクトの一員だった豊田敏則様という方が、市販の１３００円くらいのソーラー電池を使って明

かりをともしました。昼間太陽で、充電しておけば、夜８時間くらい持ちます。これを教育委員会に持ち込み、児童

たちの太陽光利用入門教材にならないかを伺ったところ、面白い試みだから可能性はあると言われました。教材にす

るには 2500 円～3000 円くらいが適当らしいですが、現在、ソーラー以外は廃材とか竹の利用で、諸費用加えてその

範囲でいけそうですが、折角なら、LLP プローベグループの関わるメーカーの部品が使えればと思います。 

２） 道標となる燈籠で、アビスタという市の公民館の玄関前とか、バーナードリーチ碑等を照らす明かり取り。電球型の

LED をはめ込めれば、OK で、現在豊田様をリーダーとする４名の方々が、デザインや仕組みの研究に入っておられ

ます。 



３） リビングルームのテーブルに電球型の燈籠支えのないものを置き、ソファーなどで家族がくつろぐ時の明かりとする

アイデアも温めています。この際、子供さんやお孫さんのいる家庭では、燈籠の絵を彼らに描いてもらい、本格的な 

飾りを望む場合は、弊研究所の絵画の専門家が描くことも考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夕闇の中で竹の蝋燭立でろうそくを灯し、ソーラー燈籠に明

かりをともして、ライトダウンの夕べのイベントを行っている

風景 

我孫子名物のかっぱさんが賑やかな踊りを見せて下さって、道行く人も大

喜び！NPO 住み良いまちづくり研究所が今春我孫子に招聘した世界の若

者たちもファンタスティックだと衣装に興味を示すと同時にかっぱ音頭のリ

ズムに興じて踊っていました。踊りは国境を超えると感じた。 



ライトダウン協力者から出た案 

 

１） ライトダウンの日時の午後 8 時～10 時、テレビが一斉に放送を中止してほしい。石油危機のときには各局が、午後 9

時で放送を終了したので可能だと思います。 

２） スーパーなど簡易包装を謳うが、瓶や発砲スチロールなどについているラベルがはがしにくいので、使用後簡単には

がれる糊を使うなどの工夫がほしいものです。 

３） 電力などが余ったら、使用者にもっと夜間電気などを使用してほしいという電力会社の PR は、削減運動と矛盾する

ことを考えてほしいです。 

４） 飛行機や船舶の数が比較的野放しに増えているが、便をもっと減らす工夫が欲しいし、海外から輸入している野菜な

ども地産地消推進で、運搬のためのエネルギーを削減できるのではないか真剣に考えてほしいです。 

５） ライトダウンの日時の午後 8 時～10 時、テレビが一斉に放送を中止してほしい。石油危機のときには各局が、午後 9

時で放送を終了したので可能だと思います。 

 

LLP プローベグループ本部浅野喜久男代表は、この報告書を LLP プローベグループの関係者だけでなく、
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